































































































































































































































































































































































































































































































































































（1877） 2，335 3．6％ 56．0％ 40．0％ 2，742 L5％ 95．8％ 2．7％
明治20年

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































????????????????????? ????? 》??? ??? ? ?
??
??
??
??
　
??（
（?
（?
（?
（?
（
　上の数字は，各年の累積台数である。明治40年以降の増加数（前年度との
差）が，年間輸入台数と考えても良いと思うが，正確な年問輸入台数及び金
額は不明とされている。
　高田商会が輸入した自動車台数は不明であるが，大正9年11月現在の「合
資会社高田商会人員表」によれば，同社の「自動車販売所」の人員数は，兼
務者1名を加えて9名となっている。前出の柳田諒三『日本車三十年史』に
よれば，大正11年における全国自動車台数は14，886台である。明治40年当時
の16台（あるいは22台〉に比べると，大幅な増加である。
　更に，尾崎正久『日本自動車史』には次のような記述がある。
　「大正時代となるや，自動車の需要も漸次増加したので，セールフレーザー，
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高田商会，三井物産，大倉商事等貿易商社は直接外国製造，輸出業者と特約
輸入販売契約を行ふようになった。此のため欧米のあらゆる種類の自動車の
輸入を見るに至り，大正7年の如き百余種類を輸入してゐる。」
　大正12年の関東大震災後，我国の自動車台数は急激に増加しているが，高
田商会は同14年に経営破綻を余儀なくされている。
　高田商会の自動車輸入を担当していた英国人J・D・メーソン及び木村兼
次郎は，高田商会の破綻後も米国車クライスラーの輸入を継続するため，大
正14年6月，当時の赤坂区溜池に八州自動車株式会社を設立している。その
際，資本金の大部分を出資したのは在日スイス人のミューラであるが，J・
D・メーソンが専務取締役に就任して経営を担当した。
　上の記述は『日本自動車工業史稿（2）』によるものであるが，同書の「メー
ソン氏の略歴」の項には，次のように記されている。
「J・D・メーソン氏は英国の逓信省技師で来日した父が　日本婦人と結婚
して生まれた混血児であり，英国の大学を卒業して純粋の英国婦人を妻とし
ている。日本の自動車黎明期に当たる頃から，すでに自動車に関係したとい
われ，次いで高田商会で自動車輸入を発展させた。」
　そして，前出書が刊行された昭和42年当時，「今も80余歳で存命している。
在日英人中で名文家といわれ，ブリヂストン・タイヤ会社の嘱託として，今
も英文関係を担当している。」
4．高田邸の園遊会
　事業の展開とともに，高田慎蔵は富かな財力を築き上げている。
　明治34年9月22日付時事新報は，「全国で50万以上の資本家141人」を報
じている。かつての大藩の旧藩主である前田元昭公爵あるいは，三井八郎右
衛門男爵，澁澤栄一男爵など財閥系の資産家とともに，「輸出入商　高田慎
蔵」の名が見られる。
　更に，大正5年10月5日付の時事新報にも，「全国50万以上の資産家」が
報じられている。三井家，岩崎家なとの財閥は別として，貿易商としては，
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大倉喜八郎が3，000万円，高田慎蔵が2，000万円の資産家である。その頃，三
井物産をも凌ぐと貿易商社といわれていた鈴木商店の店主鈴木ヨネの資産は
1，500万円となっている。職業が貿易商として掲載されているのは，大倉，
高田そして鈴木ヨネの3名の他には，大阪の範多重太郎（資産1，300万円）
だけである。
　雑誌『実業之日本』の連載座談記事「実業家経歴談」に，明治35年1月1
日号から5月1日号まで9回にわたって掲載された「海外貿易の泰斗　高田
慎蔵氏経歴談」は，高田慎蔵に関して現存する数少ない資料の一つであるが，
この論稿でも『経歴談』として再三にわたって引用している。この頃の高田
慎蔵が実業家として名を知られるようになったため，貿易界の「泰斗」とし
て登場するのだが，当時の先駆的な貿易人の考え方を知るうえでも興味深い
内容である。
　この『経歴談』は，「金令子」と号する『実業之日本』記者による談話筆
記であるが，座談の場所は高田慎蔵の「湯島の新邸」となっている。当時の
地名では，本郷区湯島三組町58番地の高台である。現在の地名表記では文京
区湯島3丁目であるが，旧岩崎家本邸からそれほど遠くない場所である。
　東京大学工学部建築学科の遠い前身となる工部大学校造家学科初代教授と
して，明治10年に来日したジョサイア・コンドルは明治期を代表する多くの
建築家を育てるとともに，自からも鹿鳴館などの記念碑的な建造物の設計を
手がけている。更に，前出の湯島の岩崎邸など当時の有力な実業家の邸宅を
設計しているが，高田慎蔵もまたコンドルによって設計されている。
　鈴木博之（東京大学教授・建築史）は，月刊誌『東京人』平成6年7月号
に，「湯島切り通し地霊謹」を書いているが，次にその一節を引用させてい
ただく。
「岩崎邸から南に4，5分も歩けば，かつてはもう1軒のコンドル設計の邸
宅に行きあたった時代があったのである。その邸宅は高田慎蔵の屋敷だった。
当時の住所でいえば三組町58番地がその所在地である。レンガ造2階建て，
張出し窓がつき，輸入品らしい鉄とガラスでできた車寄せの美しい邸宅だっ
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た。規模はさほど大きくなく，ちょうどヴィクトリア朝のロンドン郊外にで
も建っていそうな住宅である。
　ここに住む高田慎蔵は，高田商会を興し，日露戦争当時にはその資産約2，
OOO万円といわれた。．一時は，高田商会が機械の輸入では日本の商社中最大
の取り扱い高を誇っていたのである。」
　そして，「高田慎蔵邸の地下には，本格的なワイン・セラーも備えられて
いた」として，高橋箒庵の次の文章を引用している。
「高田氏は性来左利（ひだりきき）であつた中にも，最も洋酒を嗜み，彼が
湯島の西洋館地下の洋酒倉には，葡萄酒其他各種の洋酒類を蓄積し，凡そ百
年位前より，出産年別に細記して其品等を分ち，室内の温度を平常60度位に
して，之を保存する丹精は固より容易の事に非ず，彼の世界大戦争中，佛蘭
西の葡萄酒輸出が杜絶せられた時，東洋にボルドウ産古葡萄酒を保蔵する者
は，唯我酒倉のみなりと自慢して，各國大公使達を羨ましがらせたのは有名
な逸話である」とあるが，高橋箒庵は三井物産社長益田孝と親交があり，明
治を代表する茶人の一人である。
　最後に，高田慎蔵邸の所在地について，鈴木教授の文章をもう一度引用さ
せていただく。
「高田邸の敷地は震災復興の区画整理によってあとかたもなく消えた。現在
湯島の三組坂という交差点から，東に向かって道路を眺めれば，まさにその
道路のところが高田邸の中心部なのである。」
　高田邸の園遊会については後述するが，この頃の政府高官や富豪といわれ
る人々にとって，園遊会あるいは自邸での招宴は重要な社交の場であった。
今日の日本経済新聞の遠い前身である「中外商業新報」には，園遊会に関す
る記事が少くない。
　例えば，明治39年3月22日には，「益田孝氏の大師会」の見出しとともに，
この時の園遊会の様子が伝えられている。そして主なる来賓として，徳川慶
喜公，澁澤栄一男爵，三井八郎衛門男爵，安田善次郎，大倉喜八郎，高橋是
清，高田慎蔵，原富太郎など24名の氏名が挙げられている。
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　また，同年11月29日付「中外商業新報」には「井上伯邸園遊会」として，
長州出身の政治家井上馨伯爵邸の園遊会の模様が伝えられている。
　「当日の数ある趣向中，全く来賓の驚醜せしは，即ち大広間は固より何れ
の小問に至る迄も総て不動尊像の懸軸及び之に係れる物を以て装ひたる事一
事にて」と報じている。そし，庭上には抹茶席の他，ビール，蕎麦，おでん
等の模擬店があり，円遊一派の余興が演じられていた。この園遊会の主なる
招待客は西園寺首相，三井男爵及び三井三郎助一族，大倉喜八郎，高田慎蔵
といった政界及び，実業界の人々の名を伝えている。
　ところで，福沢諭吉の婿養子となった福沢桃介は才人として知られている
が，昭和4年に『財界人物我観』を出版している。これは，経済雑誌「ダイ
アモンド」に連載された大正期の有名財界人の人物評を一冊にまとめたもの
である。そのなかに，
「往時東京で，毎年多数の客を招いて豪勢振りを発揮する実業家の三大招宴
なるものがあった63月28日の高田慎蔵の不動祭，4月8日の大倉喜八郎の
感涙会，もう一つは4月21日の益田の大師会だ。」
と記している。ここで言う「益田」とは，三井物塵の最高実力者益田孝であ
る。益田孝の「大師会こそ日本一で，天下の名品什宝を集めていた」と，福
沢桃介はつけ加えている。
　大倉喜八郎の園遊会もその豪勢さで知られていたが，高田慎蔵の「不動祭」
もま、た人々の注目を集めていただろう。
　益田，大倉，高田によってそれぞれ代表される三井物産，大倉組，高田商
会は，いずれも兵器商社として世に知られていたが，更には，陸軍省の指導
によって「泰平組合」を結成することになるが，これについては後述するこ
とにしたい。
　明治39年頃の高田商会に入社した仲田定之助は（13），『下町っ子』（新文明
社昭和39年）を残しているが，「わたしの見た名妓」という文章が収めら
れている。
　「その頃美妓として最も人気を博していたのは赤坂の万竜であった。芳艶
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ならぶものない佳人として，一世にうたわれた春本の万竜のあで姿は当時ブ
ロマイドに代って流行していた絵葉書や，雑誌の口絵写真に紹介されて誰の
眼にもなじんでいた」。
　そして，高田商会の若い社員であった仲田定之助も，高田慎蔵邸の園遊会
「不動祭」に招かれている。仲田青年は，高田邸の「広間に安置してあった
国宝高野山の仏像を拝観したあと，庭園にまわって（中略）豪華な立食の饗
応にあづかった。財界，政界などの知名人が大勢集っている片隅」にたたず
んでいると，「かねて写真で知っている天下の名妓」が酌をしてくれた。思
いがけない美妓の酌にうっとりとしていた仲田青年は，「この眼で万竜を見
たことに満足した」と記している。
　明治も終る頃の陸相寺内正毅の愛妾であった新橋芸者と，高田慎蔵の愛人
とは姉妹芸者であったと取り沙汰されていたと言われているが，真偽の程を
確かめることは出来ない。のちに伯爵となり元帥となった寺内と高田慎蔵の
密接な関係については既に触れているが，更に後述のように大正14年12月の
衆議院予算委員会でも指摘されている。
　前述の仲田定之助は，高田邸の広問に置かれていた「国宝高野山の仏像」
を拝観しているが，大正初期頃の高田慎蔵は美術収集家としても知られるよ
うになっていた。第一次世界大戦頃から，旧大名，公卿，地方の旧家などの
所蔵品の入札による売立てが盛んとなっている。大正5年には伊達家の入札，
そしてその翌年5月の上州館林藩主秋元子爵家の入札が有名である。
　秋元家の売立てでは，三井物産の実力者益田孝が，現在では国宝に指定さ
れている牧難の「瀟相夜雨」を入手している。更にこの時，目ぼしい美術品
を手に入れた蒐集家として，横浜の豪商で三漢園を今に残している原富太郎，
住友男爵とともに，高田慎蔵の名が報じられている（大正6年5月15日付大
阪毎日新聞）。
　高田邸の園遊会が不動祭と名づけられていたのは，高田慎蔵が所蔵してい
た弘法大師直筆不動明王の大軸物に由来するものである。
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第5章　アームストロング社と高田商会
1．アームストロング社日本総代理店
　高田商会が兵器商社として発展していった背景には，アームストロング社
の日本総代理店に指定されたことが大きな意味を持っている。
　アームストロング社の創始者ウイリアム・ジョージ・アームストロング
（1810－1900）は，1855年にアームストロング砲を発明している。幕末期の
薩英戦争（1863）では，英国海軍が装備していた火器アームストロング砲に
よって薩摩藩の陸上砲台はほとんど破壊され，鹿児島市内は猛火に覆われた。
のちに日本海軍によって採用されたアームストロング砲は，日清・日露の両
戦役で威力を発揮している。アームストロング社に対する信頼感が，信仰に
も似て明治期の帝国海軍に深く滲透していたのは，薩摩閥といわれた海軍首
脳者の間に薩英戦争当時の記憶が泌みついていたのかも知れない。
　明治期の海軍が保有していた主力艦のほとんどが，外国で建造されていた。
先ず明治8年にには，「扶桑」など鋼鉄艦3隻が，英国のポップラー・サミュー
ダ社に発注されている。我国最初の近代艦「筑紫」は，明治16年（1883）に
アームストロング社から購入されているが，同時に「浪速」及び「高千穂」
の2艦の建造が同社に発注された。帝国海軍の主力艦が日本国内の造船所に
よって建造されるようになったのは大正期に入ってからであるが，それ迄に
合計14隻の戦艦及び巡洋艦が，アームストロング社によって建造されている。
　日清戦役において活躍した帝国海軍の艦船と艦砲は，アームストロング社
製である。このため，明治28年5月，アームストロング社々長ウイリアム・
ジョージ・アームストロングは勲二等旭日章を，同社副社長サー・アドリュー
・ノーブルは勲二等瑞宝章を受けていることは既に記した通りである。ちな
みに，明治25年から39年までの期問における海軍省関係の外国人叙勲者は10
名であり，企業関係者は前記の2名のみである（14）。
　また，日本海々戦の勝利が英国に伝えられた時，アームストロング社の労
彷者達は仕事を休みにして，日本海軍の勝利を祝ったと伝えられている（15）。
一99一
中川　　清
　明治初期の日本海軍は数多くの外国人を雇いいれているが，その中に元英
国海軍中尉ジョーンズ・ジェームズの名がある。英国海軍を退役したジェー
ムズは，ジャーディン・マセソン商会長崎支店勤務のため，幕末の長崎に到
着している。そのあと明治5年から15年まで帝国海軍のお雇いとなっている。
海軍を辞したのち，アームストロング社代理顧問として軍艦「筑紫」，「浅
問」，「磐手」の購入を斡旋している。こうして明治16年にはチリから「筑
紫」と，翌17年には「山城丸」及び「高千穂」の日本への回航を指揮してい
る。こうしてジェームズは，明治16年以後明治20年代を通じてアームストロ
ング社の駐日代理人を勤めていたと考えられる。
　ところで，品川にある浅間坂は急坂で知られていたが，この坂を平らにす
るためジェームズは私財を投じている。このため，ジェームズの名が今に残
されることになった。
　明治維新の幕開け間もない1870年，アームストロング社は，米国の機関銃
製造会社ガトリング社の販売代理店になっている。同社の機関銃が英国海軍
に採用されたため，アームストロング社は巨額の利益を得ることになった。
1883年には，アームストロング社の資本金は200万ポンドに達し，クルップ
についで世界2位の兵器会社になっている。アームストロング社の発祥の地
であるニューキャッスル郊外のエルズウィック工場も，1880年代には一大兵
廠に成長していた。
　海軍大臣西郷従道は，明治19年（1886）7月から翌年6月まで欧米諸国を
歴訪しているが，海軍次官樺山資紀，山本権兵衛少佐（当時）の一行が，明
治20年10月に欧米に向けて出発している。高田慎蔵の最初の欧米旅行はその
翌年であるが，海軍の一行とどこかで一緒になっただろうか。いずれにせよ，
高田もまたアームストロング社を訪れているだろう。
　高田商会が，いつ頃からアームストロング社の日本総代理店となったのか，
その時期を特定する資料は残されていない。アームストロング社と競合する
ヴイッカース社が，三井物産を日本総代理店に指定したのは明治30年（1897）
である。高田商会がアームストロング社の日本総代理店となったのも，ほぼ
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同じ時期であるかも知れない。ちなみにこの頃アームストロング社において
起工あるいは進水した帝国海軍の艦船は，下の通りである（16）。
一等戦艦富士
二等巡洋艦高砂
一等戦艦初瀬
一等巡洋艦浅間
　　同　　常磐
　　同　　出雲
　　同　　盤手
明治27年12月進水
　同30年5月進水
　同31年1月起工
　同　年3月進水
　同年7月進水
　同　年5月起工
　同　年11月起工
　その当時，外国造船所への発注は，現地に駐在する日本国公館附武官ある
いは，造船造兵監督官を経由して発注されていた。明治35年，在ロンドン帝
国造艦造兵監督官事務所に駐在していた竹内十次郎海軍主計少監（少佐）が，
29万円という当時では巨額の公金を拐帯して行方をくらませている。その頃
の造艦造兵監督官が，巨額の軍艦購入費を自由に運用し得たことを，この事
件は如実に物語っている。
　明治30年前後に，アームストロング社が日本から相次いで受注したのは，
高田商会の功績とはいえないだろう。むしろ，業務が多忙となったため日本
総代理店の設置が必要となり，高田商会が起用されたと考えて良いだろう。
　明治41年（1908）4月，高田商会はホッチキス社の日本総代理店になって
いる。日露戦争当時の帝国陸軍はホッチキス機関銃を採用していたが，やが
てこの会社とのライセンス契約に基づいて，機関銃の国内生産が開始される
ようになっている。
　ホッチキス機関銃の発明者ベンジャミン・ホッチキス（1826－85年）は，
アメリカ人であるが，若い頃からフランスに住んでいた。普仏戦争に際して
は，フランス陸軍の要請によって従来のルフィー式連発機関砲を改良すると
ともに，ホッチキス銃砲製造会社を設立している。フランスではサン・ドニ
及びリヨンに工場を建てているが，イギリス政府の勧めによってコヴェント
リーにも工場を建設した。高田商会が取引を開始したのは，英国ホッチキス
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社である。
　英国の2大兵器製造業社であるアームストロング社とヴイッカース社は，
第一次大戦によって一層の発展をとげたが，戦争の終結とその後に到来した
軍縮時代に直面することになった。彼等は平和産業への転換を図ったものの，
効果を挙げることは出来なかった。巨額の銀行借入金に苦しんでいたアーム
ストロング社は，英国銀行の介入によって，1927年，ヴイッカース社に合併
されてしまった。高田商会が経営に破綻を来たした大正14年から2年後のこ
とである。
2．山内万寿治海軍中将と高田商会
　明治期海軍の造兵造船に功績があった山内万寿治海軍中将は，シーメンス
・ヴイッカース事件に連座することになり，不幸な晩年を送っている。
　山内は，明治6年に海軍兵学寮に入学している。のちに海相，首相を歴任
して二・二六事件に倒れた斎藤実大将そして，千島開拓で知られる郡司誠忠
予備役大尉はともに同期生であるが，卒業時の山内の成績は首席であった。
少尉任官と同時に兵学校砲術教官となり，明治17年には独，仏に留学を命じ
られているが，以後，造兵・造艦に関心を持つようになった。
　明治23年には造兵監督官として，フランスを経由したのち英国に駐在して
いる。英国では，アームストロング社に深い関心を寄せたようである。山内
自身の回想によれば（17），
　「当時民問に於いて造兵業を営む者は唯だ『アームストロング』あるのみ
（中略）。彼の『ヴィッカース』の如きに至っては，当時尚ほ1個の製鋼業
者たるに過ぎざりき（18）』。
　「松島」など3艦の副砲あるいは「千代田」の主砲にアームストロング社
製12サンチ連射砲が採用されているが，英国在任中の山内がアームストロン
グ社において新式連射砲を精密に検討する機会を得，これの採用を推挙した
ものである。
　明治24年に帰国した山内は，海軍兵備強化のため，官営製鉄所の創設並び
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に造兵廠の増設を盛んに説いていた。のちに述べるように，山内は日本製鋼
所の設立と関係することになるのは，この辺に遠い伏線があったといえるだ
ろう。更に明治26年には，鉄鋼業の現状視察のため欧米各国に出張している。
山内は合計6回にわたって欧米に駐在あるいは出張しているが，その都度，
近代兵器に関する新知識を身につけている。
　明治38年には海軍中将に任じられているが，その間，呉造兵廠長兼海軍技
術会議々員，造兵監督官を経て呉鎮守府司令長官に就任している。山内式砲
架の発明など海軍兵器の改良に貢献した山内は，兵科の将官であるよりも造
兵関係の将官であることを望んでおり，・海軍兵器技術にかかわる仕事に誇り
を持っていた。
　明治40年（1907）には，男爵の爵位を授けられているが，43年には予備役
に編入され，貴族院議員に勅撰されている。予備役編入は，造艦に必要な鋼
材を生産する日本製鋼所の設立に参加するためである。
　大正3年（1914）口1月，時事新報に外電として報じられたシーメンス事件
は，やがて山本権兵衛内閣を総辞職に追い込んだ「金剛」事件（ヴィッカー
ス事件）へと発展していった。この疑獄事件で有罪判決を受けた当時の三井
物産常務取締役山本条太郎は，のちに満鉄総裁となるが，彼の伝記『山本条
太郎』が刊行されている（19）。その中には，山内万寿治と高田商会の関係につ
いて，山本条太郎自身の次のような発言が記されている。
　「イギリスの造船業者といえば，ヴィッカース商会とアームストロング会
社に指を屈するだろう。
　わが国のソールでエジエント（輸入総代理店一引用者）は，ヴィッカース
は三井物産で，たしか明治30年ごろと思う。アームストロング社は高田商会
であり，その活躍ぶりはじつにすばらしく，三井の方は『三笠』と『香取』
をやっと請け負ったのに，高田の方は10数隻も注文をもらっていたそうだ
（中略〉。
　ところで，三井が予備海軍造船総監松尾鶴太郎を技術顧問に招いたのは，
高田商会のバックには，山本権兵衛の朋友で海軍の逸材といわれた呉海軍工
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廠をつくった山内万寿治海軍中将がひかえていたので，この山内中将と互角
の太刀打はできないにしても，なんらか情報ぐらいは入手できると考えたの
か，あるいはしかるべき筋から頼まれたのか（後略）」。
　高田商会とは現役時代から密接な関係にあったと思われる山内万寿治中将
は，日本製鋼所の設立に重要な役割を果している。前出の『回想録』によれ
ば，明治40年の初め頃，アームストロング及びヴィッカース両社の代表が来
日したので，山本権兵衛及び斎藤実の両海軍大将とともに「之を井上氏に紹
介した」とある。井上氏とは，北海道炭磯汽船社長井上角五郎であり，日本
製鋼所の日本側出資者である。ダイヤモンド社編『鋼・機械く日本製鋼所＞』
（昭和43年）によれば，山内中将が北海道炭硬汽船にアームストロング社を
紹介し日英合弁会社設立の準備をすすめたのは，明治39年9月頃であったと
記されている。
　そして，明治40年4月には，
　「勅裁の下に，在職（呉鎮守府司令長官一引用者）の儘，日本製鋼所顧問
に慮ずべし，との命令を大臣（斎藤実海軍大臣一引用者〉より蒙るに至りぬ」
と前出の『回想録』に記されている。明治43年（1910）7月山内は日本製鋼
所取締役会長に就任しているが，大正2年（1913）には会長職を退任してふ
たたび顧問に就任している。
　海軍大臣指示を受けた山内海軍中将が設立当初から関係していた日本製鋼
所は，英国資本との合弁会社である。当初の資本金1，000万円の半額は北海
道炭磧汽船が出資していたが，この会社はのちに三井財閥の傘下に入ること
になる。そして，アームストロング社とヴィッカース社が，それぞれ全体の
25パーセントに相当する250万円を出資していた。これらの3社が設立時の
株主である。資本金はやがて2，500万円に増資されたが，3社の出資比率に
変りはなかった。
　アームストロング社の日本総代理店である高田商会とヴィッカース社の代
理店三井物産の両社が，設立当初から日本製鋼所に関係していたことは容易
に想像される。特に高田商会は，日本製鋼所の国内代理店に指定されていた。
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　シーメンス・ヴィッカース事件に関連して山内予備役中将は大正3年5月
8日，担当検事の事情聴取を受けているが，その時の「聴取書」には次のよ
うに記されている（20）。
　「私（山内万寿治一引用者）ノ社長在任時二高田商会ヲ製鋼所ノ『エージェ
ント』二致シマシタガ，コレハ民問ノ仕事ナドハヤハリ同商会ヲシテ注文ヲ
取ラセタ方ガ便利デアリ（中略），高田商会二払ウ手数料ハ至ッテ小額デア
リマス」
と，高田商会と日本製鋼所の関係が明らかにされている。
　検事の追求を受けた山内万寿治は，自殺を図ったものの一命をとりとめ，
結局，不起訴となっている。前出の山内中将『回想録』には，高田商会の名
は全く出ていないが，次のような興味のある述懐が記されている。
　「今も昔も変りなきは，実に御用商人と稽する者どもの勢力なれ。（彼等
は）平然法外の利益を取得しつつありき。」
　更に，「大正の今日はいざ知らず」日清戦役前の頃には，「官僚の未だ能
く外国の事情に通暁せざるを奇貨とし，殆ど詐調に等しき行為を敢てし，盛
んに巨利を」得ていた狡猜な商人がいたことを指摘している。従って，中間
に介在する「媒商（代理店一引用者）の手を借らず之を製造元より直接に仰
ぎ，且又製造工程の監視には，必ず担当の監督官を附すべし」と忠告してい
る。
　この『回想録』が記述された正確な時期は不明であるが，シーメンス・ヴィッ
カース事件後の山内中将は，失意を抱いて京都に隠棲している。京都に移住
したのち，『回想録』が口述あるいは，記述されたのではないかと推測され
るQ
　シーメンス・ヴィッカース事件が世問を騒がせていた頃，この海軍疑獄事
件に対する高田商会の関与が何かと憶測されていた。ヴィッカース社の代理
店であった三井物産の3人の役員と2人の社員が，有罪判決を受けている。
ヴィッカース社よりも遙かに多い軍艦を受注していたアームストロング社の
代理店高田商会であれば，それなりの裏工作があっても当然だという推測に
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基づいた憶測である。
　盛善吉編『シーメンス事件一記録と資料』には，N　H　Kの報道記者が記
した「シーメンス事件を追求して」という文章が掲載されている。そこには，
　「ヴィッカース→三井物産と並ぶもう一つのルート，英国のアームストロ
ング社→高田商会→政府高官の面は全く手がつけられずに終っている」
と書かれている。
　上記の感想は，番組取材に対する報道記者自身の反省であると同時に，当
時の検察当局の追求が高田商会にまで及ばなかったことを不満としているも
のである。
　戦前に書かれた資料を見ていると，山内中将の自殺未遂に関する記述が意
識的に避けられているように思われる。ところで，シーメンス・ヴィッカー
ス事件を担当した小原検事（のちの内務，厚生，法務大臣を歴任）の『小原
直回顧録』　（昭和41年刊。のちに「中公文庫」収録）には，つぎのような記
述がある。
　「退役海軍中将山内万寿治につ喚ても，とかくの評判があり，多額の資産
を擁して不正を働いているとの疑いがあったので，前記海軍事件の捜査を終っ
た後，同人に出頭を求めて取調べを行った。」
　「前記海軍事件」とは，シーメンス・ヴィッカース事件を指している。
「捜査を終った後」とあるのは，三井物産関係の取調べが終ったのち，その
競合相手である高田商会と関係の深い山内中将についても，調べてみようと
いうことなのだろう。
　山内は新たに買求めた大森の住宅の購入資金を，
　「他より借入れたものであると陳弁したので，その借先を調べると，これ
が全く虚偽の作偽であることが明らかとなり，同人にその不都合を詰責した
ところ，ただ申訳がないと陳謝するだけであった。
　同人は帰宅後短銃をもって自殺を図ったが，弾丸が急所を外れて幸いに助
かった。傷癒えて後，上司の命によりさらに同人を呼出したが，生ける屍を
目前にしてこれを窮迫することの酷なるに忍びず，上司の了解を得て不問に
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付することにしたが，寝覚めの悪いことであった。」
　山内中将の自殺未遂によって，高田商会をめぐる疑惑の究明は打ち切られ
ることになったが，シーメンス事件が表面化する遙か以前から，山内万寿治
中将に対する疑惑が取沙汰されていた。
　明治・大正期のジャーナリスト古島一雄が，明治40年3月号から雑誌『日
本』に連載していた「雲間寸観」には，
　「海軍軍人の富を有する者，一を山内満寿治と為し，而して山本権兵衛之
に次ぐ。軍人致富の術を知らんと欲せば，去って造船所に問え」
とある。更に，鵜崎鷺城の『薩の海軍・長の陸軍』　（政教社　明治44年）に
は，
　「海軍部内を通じて私財の最も豊かなる者を求むれば何人も先ず指を権兵
衛と中将山内満寿治に屈すべし」
と記されている。
　「政商」と評されていた高田慎蔵であるが，海軍の山内中将そして陸軍の
寺内正毅大将（のちに元帥）との親交を考えれば，否定し得ない批判である。
3．日本製鋼所
　明治40年7月，アームストロング社，ヴィッカース社及び北海道炭磯の3
社の間で締結された「創立契約」の第1款には，「当製鋼事業の主たる目的
は，日本帝国陸海軍の要に応じ，併せて日本および支那における一般の需要
に応ずるものとす」とある。創業時の日本製鋼所の代理店として高田商会が
起用されていたことは前述の通りであるが，『日本製鋼所社史資料　続巻』
（昭和53年）の創立前史あるいは創業時代の項には，高田商会の名は記載さ
れていない。日本製鋼所は大正3年頃から三井の傘下に入っていることから，
代理店としての高田商会の地位は急速に低下していったのだろう。
　明治41年に東京高商卒業と同時に，設立されたばかりの日本製鋼所に入社
した石塚粂蔵は，戦後聞もなく同社の社長に就任している。やがて公職追放
の浮き目にあうが，のちに日本製鋼所会長に就任している。日本経済新聞社
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編『私の履歴書　第13集』（昭和36年）に所収されている同氏の回顧録には，
創立時の日本製鋼所め様子が興味深く描かれている。ついでながら，大正8
年に結婚した同氏の夫人は，「神戸高商を出て高田商会に勤めていた」とあ
る。
　石塚氏の『私の履歴書』によれば，将官クラスの海軍技術将校が日本製鋼
所の社長に就任するという状況が太平洋戦争の終戦時まで続いていたようで
ある。「日本製鋼所の技術は，ズバリそのまま海軍の技術といって過言でな
い。だから会社は会社でも，日本製鋼所の性格には一種独特なものがあった」
と，石塚氏は記している。
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